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にす る。 この場合、 上品な 言葉 を 遣 ふから その 人が 上 

品で あると は 限らない。 練習 次第で は、 どんな 「言葉 

遣 ひ」 でも 真似られる ものである。 それが た V、 ほん 

とうに 自分の 撰択 によって、 自分の ものに なって ゐる 

かゐ ないかで ある。 例へば、 俗に 云 ふ、 「遊ばせ言葉」 

なる 一 種の 上流 語 は、 必ずしも 「品位」 の ある 言葉で 

はなく、 時には、 形式的な 儀礼 を 示す に 過ぎず、 時に 

は、 相手の 貴族的 階級 心に 媚びる 卑屈な 調子と もなる 

ので ある。 

品位の ある 言葉と は、 要するに、 その 人の 「高い 教 

プライド 

養」 から 発する 「矜持」 の 現 はれであって、 己れ を識 



て、 紋切 型に 陥る ことで ある。 月並な 挨拶 や、 個性の 

ない 表現に 囚 はれる ことで ある。 東京の 女に は、 非常 

にこれ が 多い。 殊に、 女学校 を 出て 家庭 を もった 婦人 

とい ふのに は、 自ら 社交的と 信じて ゐれ ばゐる ほど、 

この 傾向が 著しい。 ぺらぺら 喋る 言葉が、 一 つと して 

「自分の 言葉」 でな く、 従って、 真の 魅力 を 具へ てゐな 

い。 御座な りな 文句 ほど、 その 人間 を 安手に 見せる も 

の はない ので ある。 

五、 東京の 女学生 は、 同じ 東京 弁で も、 ゃゝ 変態的 

な 言葉 を 好んで 使 ふ 風が ある。 家庭で 「上品ぶ つた」 

言葉 を K はせられ る 少女た ちほ ど、 学校で、 友達と は 
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